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研究成果の概要（和文）：　本研究は、（１）「疾病と障害の哲学」の研究、（２）「当事者研究」と「哲学カウンセ
リング」に関する研究、（３）「疾病と障害の哲学」の研究と「当事者研究」と「哲学カウンセリング」に関する研究
を総合した新たな自助実践の構築、という三段階で進めてきた。
　特に、哲学カウンセリングを応用し、当事者が自らの障害を日常的に考察するだけでなく、障害がその当事者の行動
や生き方にどのように影響を与えるのかということを哲学的に研究する新たな自助実践のあり方を考えた。これまで医
療的にも社会福祉的にも保護の客体として位置づけられてきた障害者を社会の成員として捉え直す哲学的理論・実践、
哲学的当事者研究を提起した。

研究成果の概要（英文）：This project conducted in three stages: (1) the research on philosophy of 
disability and disease, (2) exploration of both Self-Directed Research and Philosophical Counseling, (3) 
and the construction of a new self-help practice after a comprehensive research on Self-Directed Research 
and Philosophical Counseling.
In particular, applying philosophical counseling for self-help programs, each person with physical 
disability not only considers their day-to-day conditions but also sees how disability affects their own 
behavior and way of life. In the past, people with disabilities were treated as the object of protection 
by medicine and social welfare, however, the project has recaptured those with disabilities as a social 
being. In order to promote this way, the project developed a philosophical way of analyzing the embodied 
self.
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１． 研究開始当初の背景 
（1）精神障害と共に生きる当事者が自
らの経験（主に、生きづらさ）について
考察し、研究や学びとして語りだす「当
事者研究」が北海道浦河町の「べてるの
家」で始まり、自助プログラムとして捉
えられてきた。「当事者研究」はおそら
く世界に先駆けたものであり、国境を超
えて海外にも影響を与えて続けている。 
 
（2）哲学対話や哲学カウンセリングと
いう哲学実践が徐々に研究され始まっ
ていた。本研究を開始した時（2013 年）
4 月）に、研究代表者の所属機関が東京
大学大学院総合文化研究科から大阪大
学大学院文学研究科臨床哲学研究室へ
異動したこともあり、哲学実践を研究す
る上で非常に大きな影響を与えられた。
身体障害（慢性疼痛も含む）と共に生き
ている当事者がどのように生きづらさ
と向き合うのかを考えるために「当事者
研究」と哲学実践との融合の可能性を探
り始めた。 

 
２． 研究の目的 

（1）「当事者研究」は、障害と共に生き
る当事者が「苦労の主人公」として、類
似した障害をもつピア（仲間）と共に自
らの「生きづらさ」や「弱さ」について
「研究」をすることによって、「自分を
助けていく」取り組みとして考えられて
きた。これに対して、本研究は、哲学カ
ウンセリングや哲学対話を応用し、当事
者が自らの障害を日常的に考察するだ
けでなく、障害がその当事者の行動や生
き方にどのように影響を与えるのかと
いうことを哲学的に研究する新たな自
助実践プログラムを構築する。 
 
（2）その構築のプロセスによって、こ
れまで医療的にも社会福祉的にも保護
の客体として位置づけられてきた障害
者を社会の成員として捉え直す哲学的
理論・実践、哲学的当事者研究を提起す
る。 

 
３． 研究の方法 

（1）本研究は、①「疾病と障害の哲学」
の研究、②「当事者研究」と「哲学カウ
ンセリング」に関する研究、③「疾病と
障害の哲学」の研究と「当事者研究」と
「哲学カウンセリング」に関する研究を
総合した新たな自助実践の構築、という
三段階で進めた。 
 
（2）関連文献についてのサーヴェイ研
究がメインとなったが、大阪大学大学院
文学研究科の臨床哲学研究室で様々な
哲学実践の活動にかかわる中で、当事者
の「生きづらさ」や「問題」を明確にす

ることの重要性を痛感した。「生きづら
さ」や「問題」を明らかにすることを「私
たちの弱点を社会にさらすことだ」と否
定的に捉えがちだが、そうではない。む
しろ、「生きづらさ」や「問題」が何な
のかを少しずつ明確にすることで、問題
を解決へと導く糸口になる。「当事者研
究」とは「生きづらさ」や「問題」を言
語化し、表現し、同じような悩みを持っ
た仲間と対話をする中で、自助実践を行
っている。研究代表者は軽度の脳性まひ
と共に生きている当事者であり、長年、
「生きづらさ」や「問題」を表現できず
にいたのだが、それらを哲学的なレンズ
を使って解釈することによって、多角的
に捉えることができ、「障害とは何か」
という問いの核心に迫ることも可能に
なった。 
 
（3）研究代表者の（障害当事者として
の）経験を哲学的（現象学的）に考察し、
自助プログラムの構築が可能かどうか
を考えた。哲学という専門領域を再考す
ると、「問い」を問う学問領域だと考え
られる。障害当事者自身が自らの「生き
づらさ」や「問題」を問うことによって、
本当の問題の輪郭を浮き彫りにできた。 
 
（4）2015 年 4 月に来日していた、子ど
ものための哲学、個人向けのカウンセリ
ング、企業向けのコンサルティングなど、
幅広く世界各地で活躍する哲学プラク
ティスの第一人者の一人、ヴィクトリ
ア・チェルネンコ氏によるワークショッ
プに参加し、その後、哲学カウンセリン
グの個人セッションを受けた。氏がロシ
アへ帰国した後も、スカイプやメールな
どで学術交流を続けている。チェルネン
コ氏との出会いが、「当事者研究」と「哲
学カウンセリング」の融合の可能性を確
実的なものにした。 

 
４． 研究成果 

（1）「当事者研究」を哲学実践の一つと
捉えて、身体障害者のための自助プログ
ラムを再考することができた。「当事者
研究」と「哲学カウンセリング」の両方
を経験し、「問うこと」の重要性を認識
した研究代表者は自らの障害の経験を
哲学的（現象学的）に分析し、問題を自
ら発見し、問題解決への鍵を得られるよ
うにするための一つの方法を提起した。 
 
（2）「哲学実践」と「当事者研究」を総
合して考察し、新たな障害当事者のため
の自助実践を構築することを試みた。本
研究は、「当事者研究」を哲学的に展開
させるだけではなく、「疾病と障害の哲
学」の研究を「当事者研究」と重ね合わ
せることで、障害当事者（特に、身体障



害とともに生きている当事者）の身体観
や世界観についての思索を深められた。 
 
（3）また、研究実施期間の 3 年間に国
内外で研究発表を頻繁に行った。特に、
国外での研究発表を 5度行い、訪問先の
国々（ギリシャ、オーストラリア、スウ
ェーデン、イギリス、フィンランド、後
述の業績一覧を参照）で「当事者研究」
の重要性、そして、哲学実践との関係性
について訴え、フロアにいた研究者や一
般の人々から高い支持を得た。このよう
なことより、本研究は国際的にも先駆的
な試みとなり、そして、哲学・倫理学の
領域にとどまらず、精神医学、障害者歯
科医療、認知症医療、保健学などの専門
領域と関連し合う学際的・超領域的な貢
献をしたことが世界的にも認められた
と言って過言ではないだろう。日本語と
英語の両方で多数の研究論文を発表す
ることができた（後述の業績一覧を参
照）ものの、本研究の申請書に書かれて
いたことが十分に実現できなかったこ
とは、遺憾である。申請当時、海外学術
雑誌から研究論文を出版する予定であ
ったが、未だ出せておらず、現段階では、
2つの雑誌で査読待ちの状態である。 
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